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１．新しい診診連携機能

送られてきたデータを取り込みます。
受信データがある場合は、赤色になります。

連携先に新たに情報を送信します。

利用同意書を出力します。

公的病院に紹介する場合
公的病院を選択してから利用同意書をクリックします。

診診連携でデータを送る場合
公的病院を選択せず利用同意書をクリックします。
利用同意書に患者さんにサインをしてもらい自院で保管してもらいます。

連携タブをクリックします。

患者さんを選択して
いない場合は全患
者全件の連携デー
タが表示されます。

患者さんを選択後
はその患者さんの
連携データのみ表
示されます。

過去の連携履歴が
表示されます。

情報提供：

連携先マスタ： 自院でよく連携する医療機関を登録します。

利用同意書に患者さんにサインをしてもらい紹介状と一緒に公的病院に持って行ってもらいます。

受信確認：



２．情報提供（診診送信）の仕方

全医療機関は全医療機関
よく使用する医院から選択
施設区分で絞り込み
で絞り込みできます。

文書の指定
文書種別を選択します。

診療情報提供書

利用者基本情報

ケアプラン

診療情報提供依頼書

訪問看護指示書

訪問看護計画書

訪問看護報告書

文書パス

検査データを選択

自院の画像データを選択

他院の連携画像データを選択

データ送信をクリックすると送信されます。

文書種別は以下の種別が選べます。

医師意見書、介護認定調査票開示依頼

これ以外に自由に手入力できます。

送信先医療機関の指定をします。

紹介状などのＰＤＦファイルを
選択します。フォルダは一度指
定すると記憶します。



 ３．受信確認の仕方

公的病院あるいは診診連携で受信したデータを取り込むため、
患者さんの紐付けを行います。

一度、紐付くと次回からは自動で取り込まれます。

なお、受信時に文書（PDF）は自動でプリンターに出力されます。（紐付けに関係なく）



４．システム設定の受信設定タブ

システム設定の受信設定タブをクリックします。

データ受信時に文書を印刷する

出力されません。
通常使うプリンターから出力されます。
指定のプリンターから出力されます。

しない：
通常使うプリンタを使用する：

使用するプリンターを選択する：



５．新しいログイン管理

システム設定の病院情報タブをクリックします。
ログイン機能にチェックをつけます。

ログイン管理をクリックします。

なお、このボタンは管理者のみ表示されます。
初期（ログイン管理未登録）は表示されます。

ログイン登録画面にて
ID,パスワード,名前,管理者権限を入力し
登録します。

以後

このとき、正しくない場合は、
ログイン情報が間違っていますと表示されます。

診療工房を起動時に認証画面が表示されるようになります。

ＩＤ、パスワードを入力しログインをクリックします。
診療工房起動

管理者権限でない人がログインした場合は表示されません。

新しく追加する場合は新規をクリックします。
すでに登録されている人を変更する場合は
変更したい人を選んでおき変更をクリック
します。



６．検査データコピー機能

コピーボタンをクリックするとクリップボードにコピーされます。

クリッピボードのコピーイメージ

検査日：2016/05/23
総蛋白（ＴＰ）          　 　 7.6　ｇ／ｄＬ
アルブミン（Ａｌｂ）    　 　 3.9　ｇ／ｄＬ
ＣＫ                    　L　  42　Ｕ／Ｌ
ＡＳＴ（ＧＯＴ）        　 　  21　Ｕ／Ｌ
ＡＬＴ（ＧＰＴ）        　 　  11　Ｕ／Ｌ
ＬＤ（ＬＤＨ）          　 　 200　Ｕ／Ｌ
ＡＬＰ                  　H　 357　Ｕ／Ｌ
γ－ＧＴ（γ－ＧＴＰ）  　 　  12　Ｕ／Ｌ
アミラーゼ（ＡＭＹ）    　 　  80　Ｕ／Ｌ
クレアチニン（ＣＲＥＡ）　 　0.60　ｍｇ／ｄＬ
尿酸（ＵＡ）            　 　 4.7　ｍｇ／ｄＬ
尿素窒素（ＵＮ）        　 　13.1　ｍｇ／ｄＬ
血糖（空腹時）          　 　  85　ｍｇ／ｄＬ
中性脂肪（ＴＧ）        　L　  46　ｍｇ／ｄＬ
総コレステロ－ル        　 　 187　ｍｇ／ｄＬ
ＨＤＬコレステロール    　 　  55　ｍｇ／ｄＬ
Ｌ／Ｈ比                　 　 2.2　
ＬＤＬコレステロール    　 　 122　ｍｇ／ｄＬ
ナトリウム（Ｎａ）      　 　 138　ｍＥｑ／Ｌ
カリウム（Ｋ）          　 　 4.0　ｍＥｑ／Ｌ
クロール（Ｃｌ）        　 　 103　ｍＥｑ／Ｌ
総ビリルビン            　 　 0.5　ｍｇ／ｄＬ
白血球数（ＷＢＣ）      　L　3400　／μＬ
赤血球数（ＲＢＣ）      　 　 382　万／μＬ
血色素量（Ｈｂ）        　 　11.7　ｇ／ｄＬ
ヘマトクリット（Ｈｔ）  　 　35.3　％
血小板数                　L　12.8　万／μＬ
ＭＣＶ                  　 　  92　ｆＬ
ＭＣＨ                  　 　30.6　ｐｇ
ＭＣＨＣ                　 　33.1　％
推算ＧＦＲｃｒｅａｔ    　 　  70　ｍＬ／ｍｉｎ

日付は初期は最新の受付日ですが、日付をクリックしといてコ
ピーをクリックするとその日のデータがコピーされます。



７．県中のボタン

これまでは、診療工房の地域連携タブの中に県中というボタンがありましたが、

富山県地域連携ランチャーから起動できます。（県中の設定が登録されている場合のみ）



８．医師署名システムについて

日本医師会の医師署名システムを使ってＰＤＦファイルに電子署名をつけることができます。
この電子署名したＰＤＦファイル（紹介状など）を診療工房で送信すれば
紙でなくとも正式な紹介状として扱われます。

URL:http://portal.jmaca.med.or.jp/JmaHpkiPortalLogin/Login.htm

なお、電子署名には以下のものが必要となります。

１．医師資格証（ＩＣカード）
日本医師会に申請。発行手数料は無料。
５年後の更新時は５０００円必要。
医師以外の国家資格につきましては、メディスに申請。
発行手数料２万２年で更新手数料２万

２．ICカードリーダ
市販のもので３０００円程度

３．各種設定
ICカードリーダの設定
ブラウザの設定などが必要になります。

エクシーズでは、これらの設定作業を有償にて請け賜ります。
設定料：１５０００円（税別です）
（カードリーダがない場合は別途必要になります）



９．WEB会議（たてやまミーティング）について

富山県地域連携ランチャーのWEB会議をクリックします。
もしくは、以下のURLをブラウザで起動します。
http://s-kb.jp:5080/

会議の開催の仕方は別途WEB会議の説明書を参照下さい。
実際の会議風景です。

ログイン、パス
ワードを入力
します。



１０．疑似FAX受信について

通常はこの画面は表示されません。
タスクトレイの疑似FAX受信アイコンをクリックすると表示されます。

通常は受信すると自動で指定のプリンターから出力されますが、再印刷する時はこの画面から行います。



１１．リモートメンテナンスについて

何か障害があり調査をするためリモートメンテナンスソフトを起動することができます。
Ｆ３：ツールをクリックしリモートをクリックすると、ShowMyPCというソフトが起動してきます。

Show My PC をクリックします。

この番号をお電話にてハイフン付きでお教えください。
エクシーズからリモートで接続し調査いたします。

ファイアーウォールがブロックしようとした場合
は許可してください。

なお、この番号は毎回異なりエクシーズから無断で接続することはできません
のでご安心ください。



１２．お知らせおよびバージョンアップについて

診療工房起動時またはお知らせタブをクリックするとお知らせ画面が表示されます。

新しい機能の追加や不具合の解消、改良など診療工房に関するお知らせです。
新しいバージョンがリリースされた場合は、バージョンアップしてください。
現在のバージョンは左上に表示されています。

バージョンアップはF3:ツールをクリックしバージョンアップをクリックします。

OKをクリックするとダウンロードが始まりプロ
グラムの入れ替えが行われます。

この画面が表示されたらOKをクリックし診療
工房を再度起動してください。


